
９ 広報まえばし

大
室
公
園
に
は
、
国
指
定
史
跡
の

前
二
子
古
墳
、
中
二
子
古
墳
、
後
二

子
古
墳
、小
二
子
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

公
園
の
整
備
に
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の

古
墳
も
補
修
な
ど
の
保
存
整
備
を
行

い
、
前
二
子
古
墳
の
石
室
周
辺
を
除

い
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
前
二
子
古
墳
の
石
室
は
、
天

井
石
が
欠
け
る
な
ど
傷
ん
で
い
る
た

め
、
本
年
度
か
ら
三
年
か
け
て
保
存

修
理
を
行
い
ま
す
。
今
月
か
ら
調

査
・
工
事
が
始
ま
る
た
め
、
古
墳
に

近
づ
い
て
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

期
間
＝
11
月
〜
来
年
３
月
　
内
容
＝

石
室
周
辺
の
調
査
・
工
事
　
そ
の
他

＝
後
二
子
古
墳
の
石
室
は
、
期
間
中

土
日
曜
・
祝
日
の
み
公
開

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
財
保
護
課

�
２
３
１
―
９
５
３
１
へ
。

「
ま
え
ば
し
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
行

委
員
会
」
で
は
、
今
年
も
広
瀬
川
河

畔
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し

ま
す
。
文
学
館
前
の
朔
太
郎
橋
に
設

置
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
、
川

面
に
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
中
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
皆

さ
ん
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
瀬
川
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
皆
さ
ん
の
募
金
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

点
灯
期
間
・
時
間
＝
11
月
17
日
�
〜

来
年
１
月
31
日
�
、
午
後
５
時
〜
12

時
　
点
灯
区
間
＝
諏
訪
橋
〜
比
刀
根

橋
の
広
瀬
川
河
畔
緑
地
　
募
金
箱
の

設
置
場
所
＝
市
役
所
５
階
企
画
調
整

課
、
各
公
民
館

□
点
灯
式
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

日
時
＝
11
月
17
日
�
午
後
５
時
30
分

会
場
＝
朔
太
郎
橋
橋
上
広
場
　
内

容
＝
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
、

前
橋
女
子
高
吹
奏
楽
部
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト

○
…
問
い
合
わ
せ
は
ま
え
ば
し
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
実
行
委
員
会
（
企
画
調
整

課
内
）
�
８
９
０
―
６
５
１
２
、
商

工
会
議
所
�
２
３
４
―
５
１
１
１
へ
。

今
年
は
、
第
一
弾
で
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
・
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・

シ
ア
タ
ー
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

五
百
円
（
ワ
ン
コ
イ
ン
）
で
車
内
か

ら
鑑
賞
す
る
野
外
の
上
映
会
。
参
加

費
の
一
部
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
上
映
会
の
前

に
は
バ
ン
ド
に
よ
る
生
演
奏
も
。
会

場
の
雰
囲
気
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

す
。
文
化
の
風
情
漂
う
秋
の
夕
暮
れ

に
、
あ
な
た
だ
け
の
特
等
席
で
心
潤

う
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
23
日
�
午
後
４
時
〜
８

時
15
分
（
映
画
上
映
は
午
後
６
時
か

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
開
催
さ

れ
て
い
る
「
松
風
座
」
映
画
上
映
会
。

ら
）

会
場
＝
旧
共
愛
学
園
（
岩
神

町
二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着

で
乗
用
車
三
百
台
分
（
乗
車
人
数
は

一
台
二
人
ま
で
。
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
聴

け
る
自
動
車
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
持
参
も
可
）

内
容
＝

バ
ン
ド
の
演
奏
、
屋
台
の
出
店
、
映

画
上
映『
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
』

（
ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
デ
ィ
ス
監
督
）

参
加
費
＝
一
人
五
百
円
　
申
し
込
み

＝
当
日
会
場
へ
直
接
　
そ
の
他
＝
ゴ

ミ
は
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
上
映
中
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
防
寒
対
策
を
お
願

い
し
ま
す

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
政
策
課
�

８
９
０
―
６
５
２
２
へ
。

上
の
人
は
、
同
一
の
月
に
同
一
の
医

療
機
関
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担
限

度
額
は
二
万
四
千
六
百
円
で
す
（
区

分
Ⅱ
）。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
国

保
加
入
者
の
所
得
金
額
が
な
い
（
年

金
・
給
与
年
収
は
六
十
五
万
円
以

下
）
場
合
、
限
度
額
は
一
万
五
千
円

で
す
（
区
分
�
）。

□
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担
額

の
減
額

入
院
時
の
食
事
療
養
費
標
準
負
担

額
は
、
一
日
七
百
八
十
円
で
す
が
、

区
分
�
の
認
定
を
受
け
る
と
、
一
日

六
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、

昭
和
七
年
十
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
七
十
歳
以
上
の
人
に
は
、
入
院
時

の
一
部
負
担
金
額
が
軽
減
さ
れ
、
食

事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
国

保
年
金
課
で
申
請
を
行
い
、
認
定
さ

れ
る
と
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

交
付
。
入
院
時
に
保
険
証
と
一
緒
に

こ
の
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

□
入
院
時
一
部
負
担
金
額
の
軽
減

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
七
十
歳
以

過
去
一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
十
日

を
超
え
る
場
合
、
一
日
五
百
円
に
。

区
分
�
の
認
定
を
受
け
る
と
、
一
日

三
百
円
に
な
り
ま
す
。

□
老
人
保
健
医
療
の
人

七
十
五
歳
以
上
ま
た
は
昭
和
七
年

九
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

も
「
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
。

世
帯
全
員
の
所
得
金
額
が
な
い
（
年

金
・
給
与
年
収
は
六
十
五
万
円
以

下
）、
ま
た
は
老
齢
福
祉
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
区
分
�
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
国
保
医
療
は
国

保
年
金
課
�
８
９
０
―
６
２
４
９
、

老
人
医
療
は
同
課
�
８
９
０
―
６
２

５
３
へ
。

ブルース・ブラザース

広瀬川河畔のイルミネーション

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
70
歳
以
上

入
院
時
の
負
担
金
を
軽
減

「
松
風
座
」
上
映
会

ワ
ン
コ
イ
ン
で
映
画
鑑
賞

11
月
17
日
か
ら
点
灯

広
瀬
川
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

前
二
子
古
墳

石
室
の
保
存
修
理
を
実
施


